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       会長 青木一幸 

    

 皆さん、こんにちは。 

 本日は、伊久美委員から規程審議会の報告をいただ

いたのち、人吉中央ロータリークラブ村田優子会員か

ら、戦略計画の立案についてお話をいただくことと

なっております。 

  これは、戦略計画立案についての村田さんのお話を

人吉中央ロータリークラブの例会で聞かれた延岡ガバ

ナー補佐の方より「うちのクラブでも参考になるので

話していただいたらどうか」とのたっての希望から、

本日お越しをいただくことになったわけであります。 

 尚、クラブの戦略計画策定については、私も７月２

  国 歌  「君が代」           

  Ｒ Ｓ  「奉仕の理想」 

３日に開催されました地区クラブ活性化ワークショッ

プにズーム形式で参加をしまして、戦略計画策定の意

義や策定のプロセス等について様々な講師の方からお

話を伺いました。その内容については、皆さん覚えて

いらっしゃるかどうかは分かりませんが、この会長の

時間でも、若干、触れさせていただいたところでもあ

ります。 

  凡そ組織というものは、大なり小なり何等かの目的

を持って運営されるものであり、その目的の実現のた

めの手段の一つとして、必要とあらば戦略計画を策定

して、ＰＬＡＮ・ＤＯ・ＳＥＥサイクルを回してい

く、といったことが一般的に広く行われています。 

 ６６年の歴史を数えるこの人吉ロータリークラブも

その意味では立派な組織ですので、戦略計画を策定し

ておく意義は十分にあると言えるのでしょう。 

 ただ、いくら歴史のある組織であっても、その目的

や組織の持つ性格等に照らした場合、見方によって

は、もしかすると戦略計画に馴染まない組織もあるの

ではないかという思いは、先般の活性化セミナーに参

加した私の正直な感想でもあります。 

 従いまして、村田さんのお話は、私も例会で一度は

お聞きはしているのですが、本日改めて伺うことで、

当クラブにとっての戦略計画の意義について、その濃

淡を再度確認できる時間になるのではと有難く思って

いるところでもありますので、本日はどうぞよろしく

お願いいたします。 

 ところで、まったく話は変わりますが、先日の熊日

新聞の「視標」という欄に、愛知県立大学の清水教授

が、現在の日本のコロナ対策が地に足がつかない不安

だらけのものであると指摘をされておりました。 

海外ではコロナ感染の主経路は空気感染だと徐々に認

識されるようになり、ＷＨＯや米国のＣＤＣは昨年そ

の対策に舵を切ったとのことで、米政府は換気設備改

善に莫大な予算をつぎ込んでおり、コロナ対策は換気

対策がメインでマスクはそれを補完するとの位置づけ

ということだそうです。また清水氏が言われるにはワ

クチンは感染を防ぐ効果が弱く、重症化の阻止が主目

的であるとも言われており、むやみにワクチン接種に



焦る日本の現状に警鐘をならすとともに、過剰な手洗

いは無意味であるとも喝破されていました。 

 もっとも、このことが、専門的見地から正しい主張

なのか否かは、別の様々な意見を聞いてみないと分か

りません。ましてや私のような門外漢には知る由もあ

りません。できれば来月の例会で卓話をされる愛甲先

生にそのあたりもお聞きできればと思っているところ

でもありますが、ただ、こうした主張の背景に、コロ

ナ発生当初の厚労省を始めとする当局の空気感染の可

能性を軽んじたスタンスがあるのだという、清水氏の

もう一つの意見には、「何事も予断を持たず事にあた

らなければならない」という一般の社会生活の中でも

通じる原則のようなものを感じられて、私はいくばく

かの共感を持ってその記事を読んだところでありまし

た。 

 もしもお読みになっていない方がいらっしゃれば、

たぶん１１月１５日の熊日ではなかったかと思います

ので、一読いただかれても良いかなと思います。 

 以上、記事の紹介など、今日はなにか取り留めのな

い話となってしまいましたが、私の今週の雑感という

ことでご容赦をいただきまして、これにて会長の時間

を終わりたいと思います。 

ご清聴、有難うございました。 

 

      幹事 加登住 亮 
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〇今後の例会予定 

11/25 例会 12：30～ あゆの里   

12/2  例会 12：30～ あゆの里  
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【寄付認証ピン贈呈】 

 

ロータリー財団 

マルチプル４ Ｐ･Ｈ･Ｆ 
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【親睦委員会】        委長 塚本哲也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 規定審議会報告会について 

 

      RI第2720地区管理運営部門 
 

クラブ戦略計画委員 伊久美早利 

 

 10月22日に開催されました「規定審議会報告会」に

出席して来ましたので、その概要を報告します。 

まず日時、場所、議題は次の通りです。 

 規定審議会は３年に１回開催され、今年は４月10日

から14日までアメリカのシカゴで行われました。全世

界から522名が参加し、日本からは９名が会場で、25

名がバーチャルでの参加となりました。当2720地区か

らは地区代表議員として前田パストガバナー（大分

キャピタルRC）がバーチャルで参加されました。 

ただ、シカゴとは時差が14時間あり、日本では真夜中

の時間帯であったため体調管理が大変であったかと思

います。今回、審議された立法案は全部で81件で、４

現 会 員 数   48名 出席免除会員数 2名 

出席義務会員数 46名  

欠 席 者 数 22名 
 

出 席 者 数 24名 

免除会員出席数 0名 ZOOM(3) 会場(21) 



日間の審議の結果、その中から採択に至ったのは29件

と、狭き門であったようです。 

 

 続いて、採択された制定案から主に定款へ影響のあ

るものを中心に抜粋して紹介します。 

 

・クラブ理事会で話しあわれた内容（議事録）を会員 

 に提供する期間を60日以内から30日以内にするよう 

 見直されました。 

・また、会員がクラブの所属地域に住居または事業場 

 がなければならない、といった所在の制約が無くな 

 りました。これはオンライン例会等が当たり前にな 

 り、地域性の意味合いが薄まったことが背景にある 

 ようです。 

・衛星クラブのスポンサークラブは単独でなく複数で 

 も可となりました。 

・人頭分担金が増額されます。 

 

・SRF （Shaping Rotary’s Future)をRIBI及び 

 オーストラリア・ニュージーランドの地区で６年 

 間試験的に実施することが決まりました。 

 SRFとは一言で言うと「組織再編」となります。 

  

・定款の第6条の条文に「奉仕の第三部門（社会奉 

 仕）に積極的平和を目指す」ことを追記すること 

 となりました。 

・出席免除の条件を満たしており、その会員が希望 

 するときは、理事会の承認なしで出席免除会員に 

 なることができるようになりました。 

・また、ローターアクトクラブに関する事項も多数 

 審議されています。今後、提唱クラブとしてアク 

 トとどのように関わっていくか検討が必要と思わ 

 れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【外部卓話】 
     
  クラブ戦略計画立案について 
     2022/7/23 地区主催 

     クラブ活性化ワークショップを受講して 
 
 

人吉中央ＲＣ2022～2023年度 

 クラブ戦略計画委員長 村田優子 

 

 

 

 クラブ戦略計画を立てましょう！ 

 クラブ戦略計画とは？ 

 まず、クラブの将来のビジョンを描き、それか

ら、ビジョンにそって目標と行動計画を立てること 

 

 なぜ、必要なのか？ クラブ活性化のため  
  
 クラブ活性化とは？ 

  持続可能なクラブであるため 

  ×クラブの縮小・衰退 ×硬直化・マンネリ化 

  〇新しい風が絶えず吹き込んでいる 

   ＜人材・ネットワーク・知識・行動＞ 

３つの事項を回し続けることがクラブ活性化につな

がる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ活性化のために、 

クラブの目標および行動指針として、クラブ戦略計画

を策定するのです。 

 
戦略計画立案 第１のアウトプット 

クラブビジョンの策定 
 
例１）熊本江南RC及び会員一同は、多くの子どもたち 

を対象に、心身共により健全な成長に寄与する奉仕活

動を行います 

例２）新しい多くの会員を迎え、「共に育つ」という

考えのもと奉仕活動への熱い情熱をいだき、行動する

クラブづくりをめざす！ 

 

クラブビジョンおよびクラブ戦略計画策定手順 

 

 

 

 

 

 

注意点 

・ロータリーのビジョン声明 

・新しい戦略計画 

  （4つの優先事項） 

・RI2720 地区ビジョン 

・D E I 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    クラブ戦略計画を立てましょう！ 

 

 

【寄付カード】 

〈ニコニコ箱委員会〉 

・人吉中央RC村田優子会員 本日はお招きありがとう 

 ございます。皆様も是非お気軽に人吉中央ロータ 

 リークラブにお越しください。現在、水曜日お昼、 

 私共のホテルサン人吉にて開催しております。 

・青木会長 人吉中央RCの村田会員本日は貴重なセミ 

 ナー有難うございました。          

・中川会員 伊久美早利さん、規定審議会の地区勉強 

 会に参加され、私達にお知らせ、教えて戴き有難う 

 ございました。               

・加登住幹事 村田委員長、お話を頂きありがとうご 

 ざいます。今後の戦略計画に活かしていきたいと思 

 います。                  

 

〈Ｒ財団委員会〉 

・片岡会員 村田様ようこそ‼ご活躍をお祈りいたしま 

 す。本日はありがとうございました。     

・中川会員 村田優子様、戦略計画の卓話ありがとう 

 ございました。               

 

         点 鐘   青木一幸 会長   
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